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浅
　
　
野

敏
　
　
彦

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
漢
語
の
問
題
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
イ
　
漢
語
が
和
語
を
駆
逐
し
て
い
っ
た
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
口
　
漢
語
が
口
頭
語
化
し
得
ず
に
文
章
語
の
ま
ま
で
終
っ
た
例

の
二
っ
の
場
合
を
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
あ
る
意
味
分
野

に
お
け
る
漢
語
の
類
義
語
に
っ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
現
代
語
で
「
あ
や
し
い
」
の
意
味
を
表
わ
す
漢
語
に
は
、
不
可
解
、
不
可
思

議
、
不
思
議
、
奇
異
、
怪
奇
、
奇
怪
、
奇
々
怪
々
な
ど
が
あ
る
（
分
類
語
彙
表

。
。
・
。
。
畠
項
目
）
。
そ
の
中
の
不
思
議
、
怪
奇
、
奇
怪
に
つ
い
て
『
類
義
語
辞
典
』

（
東
京
堂
出
版
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
ふ
し
ぎ
」
が
い
ち
ば
ん
広
く
、
そ
の
な
か
に
「
奇
怪
」
、
さ
ら
に
そ

　
　
の
な
か
に
「
怪
奇
」
が
ふ
く
ま
れ
、
順
に
そ
の
〈
ふ
し
ぎ
さ
〉
が
強
ま

　
　
　
　
　
漢
語
の
類
義
語

　
　
る
。
（
中
略
）
「
奇
怪
」
は
一
般
に
は
超
自
然
的
な
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
、

　
　
「
ふ
し
ぎ
」
ほ
ど
広
く
は
な
い
が
、
ま
た
人
間
の
行
動
に
っ
い
て
常
識
と

　
　
か
け
は
な
れ
て
い
る
こ
と
を
非
難
す
る
の
に
も
つ
か
わ
れ
る
。

　
現
代
語
に
あ
っ
て
、
「
ふ
し
ぎ
」
「
奇
怪
」
の
二
っ
の
漢
語
に
は
右
に
述
べ
た

よ
う
な
違
い
が
あ
る
。
で
は
、
こ
の
二
語
は
、
日
本
語
の
歴
史
の
中
に
あ
っ
て

は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
こ
れ
ら
二
語
を
も
合
め
た
「
あ
や
し

さ
」
を
表
わ
す
漢
語
の
類
義
語
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
語
の
歴
史

の
中
に
お
け
る
漢
語
の
実
相
の
一
っ
の
ケ
ー
ス
を
な
が
め
て
み
た
い
。

　
な
お
、
「
あ
や
し
さ
」
を
表
わ
す
漢
語
の
類
義
語
の
中
で
、
本
稿
は
、
奇
怪
、

奇
特
、
奇
異
、
不
思
議
の
四
語
に
焦
点
を
絞
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
考

察
に
あ
た
っ
て
の
便
宜
的
な
理
由
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
よ
る
の
で

あ
る
。

　
即
ち
、
現
代
語
に
み
え
る
漢
語
の
中
で
、
不
可
解
、
怪
奇
、
奇
々
怪
々
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一



　
　
　
　
　
　
漬
語
の
類
義
語

管
見
の
限
り
で
は
、
過
去
の
文
献
に
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
り
、
逆
に
『
大
漢

和
辞
典
』
で
奇
の
字
が
っ
く
熟
語
の
奇
読
、
奇
珍
な
ど
、
怪
の
字
が
つ
く
怪

特
、
異
の
字
が
つ
く
異
奇
は
、
各
々
現
代
語
で
は
多
く
用
い
ら
れ
る
と
い
う
語

で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
奇
奇
、
怪
怪
、
奇
々
怪
々
は
用
い
ら
れ
方
に
特
殊
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
考
察
の
外
に
措
い
た
の
で
あ

る
。　

な
お
、
あ
や
し
、
め
づ
ら
し
、
く
す
し
、
け
し
か
ら
ず
等
の
和
語
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
も
考
察
の
外
に
措
い
た
。
こ
れ
ら
和
語
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
は
他
日
を
期
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
『
楓
文
韻
府
』

え
る
。

二
に
よ
る
と
、
奇
怪
、

奇
特
、

奇
異
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
み

　
◎
　
如
何
有
奇
怪
毎
度
吐
光
芒
（
杜
甫
　
蕃
創
詩
）

　
　
　
玉
泉
南
澗
花
奇
怪
不
似
花
叢
以
火
堆
（
白
居
易
　
紅
麗
鰯
詩
）

　
＠
　
李
根
能
変
化
坐
致
行
厨
皆
四
方
奇
異
之
物
非
當
地
所
有
（
神
仙
伝
）

　
＠
　
奇
技
謂
奇
異
技
能
（
書
作
奇
技
淫
巧
疏
）

　
＠
　
身
長
七
尺
六
寸
風
骨
奇
特
家
貧
有
大
志
不
治
廉
隅
（
宋
書
武
帝
紀
）

不
思
議
は
漢
訳
仏
典
に
み
え
る
語
で
あ
る
が
、
多
く
は
不
可
思
議
と
い
う
形

で
み
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
＠
　
十
方
仏
土
一
切
衆
生
以
不
思
議
而
覚
悟
之
（
六
十
華
厳
経
）

　
¢
　
復
白
轡
言
　
世
尊
　
未
曽
有
也
　
如
来
之
法
　
具
足
成
就
　
不
可
思
議

　
　
　
微
妙
功
徳
（
法
華
経
巻
二
七
）

な
お
、
奇
異
は
　
、
◎
の
漢
籍
の
例
の
他
に
、

　
ゆ
　
父
知
諸
子
　
先
心
各
有
所
好
　
種
種
珍
玩
　
奇
異
之
物
　
情
必
楽
者

　
　
　
（
法
華
経
　
巻
三
）

と
『
法
華
経
』
に
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
『
大
般
若
波
羅
密
多
経
』
『
仏
説

檬
女
祇
域
因
縁
経
』
な
ど
の
仏
典
に
用
例
が
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
奇
特
も
『
法
華
経
』
に
み
え
る
。

三

　
奇
異
、
奇
特
、
不
（
可
）
思
議
が
『
法
華
経
』
に
み
え
る
こ
と
は
、
『
法
華

経
』
の
読
経
や
書
写
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
漢
語
が
上
代
の
知
識
層
の
理
解
語

と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
ま
た
、
奇
怪
は
、
『
史
記
』

や
『
文
選
』
に
あ
り
、
こ
れ
も
奇
異
な
ど
と
同
様
に
考
え
て
よ
い
か
と
思
わ
れ

る
。　

し
か
し
、
上
代
に
あ
っ
て
は
、
奇
怪
、
奇
特
、
奇
異
と
い
っ
た
熟
合
し
た
形

で
は
用
い
ら
れ
ず
、
多
く
は
、
奇
、
怪
、
異
と
い
う
一
字
で
用
い
ら
れ
て
い

た
。

　
奇
、
怪
、
異
は
、
〈
奇
者
異
之
也
〉
（
史
記
外
戚
世
家
）
、
〈
怪
、
異
也
〉
（
説



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

文
）
と
あ
り
、
ア
ヤ
シ
と
訓
ま
れ
る
同
訓
の
漢
字
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
字
を

次
の
よ
う
に
使
っ
て
日
本
語
を
書
き
表
わ
し
て
い
た
。

　
　
　
顔
色
甚
美
。
容
貌
且
閑
。
殆
非
常
之
人
者
也
。
時
父
神
聞
而
奇
之
。
乃

　
　
　
設
八
重
席
迎
入
。
（
神
代
紀
一
書
）

　
＠
　
鞍
作
臣
佐
而
間
日
。
何
故
揮
戦
。
（
皇
極
紀
四
年
六
月
）

　
◎
　
於
是
大
彦
命
異
之
。
問
童
女
日
。
汝
言
何
辞
。
（
崇
神
紀
十
年
九
月
）

　
＠
　
於
是
、
天
照
大
御
神
以
為
粧
、
細
開
天
石
屋
戸
而
、
内
告
者
（
中
略
）

　
　
　
天
兄
屋
命
．
布
刀
玉
命
、
指
出
其
鏡
、
示
奉
天
照
大
神
、
遼
思
奇
而
、

　
　
　
梢
自
戸
出
而
（
古
事
記
　
上
巻
）

　
こ
う
し
た
中
に
、
二
字
熟
合
し
た
形
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
み
え
る
。

　
＠
　
天
皇
詔
、
然
者
吾
思
奇
異
故
、
欲
見
行
、
（
記
　
下
巻
）

　
＠
　
小
楯
由
是
深
奇
異
焉
。
便
使
唱
之
。
（
顧
宗
紀
即
位
前
紀
）

　
＠
　
池
有
青
蓮
花
、
花
葉
茎
根
蚊
芥
謹
奇
異
、
（
唐
大
和
上
東
征
樽
）

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
例
が
漢
語
「
奇
異
」
で
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
『
古
事
記
』
な
ど
は
、
お
そ
ら
く
、
醍
醐
寺
本
『
遊
仙
窟
』
の
く
奇
異
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

雅
貌
Ｖ
に
ア
ヤ
シ
の
訓
が
あ
る
よ
う
に
、
ア
ヤ
シ
と
訓
ん
だ
で
あ
ろ
う
し
、
ま

　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

た
、
そ
う
訓
ま
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ

と
も
、
音
読
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
無
い
で
あ
ろ
う
。
＠
な
ど
は
漢
語

「
奇
異
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

漢
語
の
類
義
語

　
　
　
　
　
　
四
・
Ｈ

　
以
上
の
よ
う
に
、
上
代
（
奈
良
時
代
）
は
、
奇
、
怪
、
異
が
熟
合
し
な
い
で

用
い
ら
れ
て
い
た
場
合
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
の

文
献
に
は
、
熟
合
し
た
形
の
奇
怪
、
奇
特
、
奇
異
、
そ
し
て
、
不
思
議
が
み
え

る
。
こ
れ
ら
の
語
（
あ
る
い
は
表
記
）
は
、
こ
の
時
代
、
文
章
語
に
あ
っ
て
は

日
常
の
普
通
の
語
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
『
色
葉
字
類
抄
』
の
「
畳
字
門
」
に
記

　
　
　
＠

載
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
漢
語
も
希
有
な
ど
と
同
様
に
、
男
性
の
使

用
語
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
、
宮
島
達
夫
氏
の
『
古
典
語
彙
対
照
表
』
に

よ
る
と
女
性
の
手
に
な
る
仮
名
文
学
作
品
に
は
一
語
も
見
出
せ
な
い
の
で
あ

る
。　

さ
て
、
奇
怪
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
そ
の
他
の
辞
書
が
記
述
す
る
よ
う

に
、　

　
¢
　
怪
し
い
こ
と
、
不
思
議
な
こ
と
。

　
　
◎
　
不
都
合
な
こ
と
、
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
、
と
が
む
べ
き
こ
と
、
不
培
。

の
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
。

　
次
の
例
な
ど
は
¢
の
意
味
で
の
用
法
で
あ
ろ
う
。

　
＠
　
運
両
三
日
見
於
墓
所
。
有
仏
舎
利
。
発
奇
怪
心
。
掃
捨
舎
利
。
量
過
一

　
　
　
升
。
普
施
一
升
。
令
得
供
養
実
。
（
大
日
本
法
華
験
記
　
上
巻
）

　
＠
　
右
府
行
諸
社
奉
幣
事
、
奉
置
官
司
尊
所
、
以
申
奉
入
新
辛
櫃
間
、
奉
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三



一
　
　
．
一
川
～
漢
語
の
類
義
語

　
　
　
戸
屋
内
、
明
光
如
耀
、
鏡
日
景
在
塗
籠
内
、
奉
遷
、
掌
侍
藤
原
義
子

　
　
　
進
、
左
近
中
将
頼
定
等
見
奇
怪
、
如
此
瑞
相
未
曽
有
。
（
御
堂
関
白
記

　
　
　
寛
弘
二
年
十
二
月
九
日
）

　
＠
　
院
姫
君
入
内
云
々
、
伴
人
備
守
季
通
顧
、
奇
怪
不
思
議
女
御
歎
。
（
殿

　
　
　
暦
永
久
五
年
十
一
月
十
九
日
）

　
こ
の
の
の
意
味
で
の
奇
怪
の
用
法
は
、
中
国
で
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
る

が
、
◎
の
意
味
で
の
用
法
は
、
中
国
の
も
の
と
異
な
る
用
法
で
あ
り
、
そ
れ

が
、
こ
の
時
代
の
文
献
に
は
多
く
み
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
◎
の

意
味
も
¢
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
な
意
味
と
し
て
は
の
な
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
『
小
右
記
』
で
は
、
〈
往
古
不
聞
之
事
〉
〈
古
今
不
有
此

例
〉
〈
失
例
事
也
〉
と
い
う
表
現
の
あ
る
文
脈
の
中
で
奇
怪
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
例
と
い
う
の
が
、
宮
中
に
お
け

る
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
、
と
り
き
め
（
有
職
故
実
）
を
指
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
が
故
に
、
「
不
都
合
な
、
け
し
か
ら
ぬ
、
と
が
む
べ
き

こ
と
」
と
い
う
◎
の
意
味
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
＠
　
大
外
記
普
言
朝
臣
云
、
今
日
宰
相
中
将
経
房
初
参
、
出
入
自
敷
政
門
、

　
　
　
其
次
権
中
納
言
忠
輔
参
入
、
同
用
敷
政
門
、
甚
奇
怪
事
也
、
右
中
弁
経

　
　
　
通
朝
臣
云
、
左
府
命
宰
相
中
将
、
出
入
件
門
者
、
古
今
不
有
此
例
、

　
　
　
（
小
右
記
　
寛
弘
二
年
六
月
二
六
日
）

　
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
江
談
抄
』
の
よ
う
な
漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四

も
◎
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
江
談
抄
』
は
一
例
の
み
な
の
で
何
と
も

言
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
今
昔
』
に
み
え
る
三
例
す
べ
て
が
◎
の
意
味
で
あ

り
、
漢
字
文
の
中
に
も
◎
の
意
味
で
の
用
例
が
あ
る
こ
と
等
は
、
平
安
時
代
の

奇
怪
が
中
国
で
の
そ
れ
と
は
か
な
り
離
れ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

　
　
　
　
＠

想
像
さ
せ
る
。
『
色
葉
字
類
抄
』
の
注
文
〈
闘
乱
部
　
キ
ク
ワ
イ
　
軒
監
分
〉

は
、
こ
の
想
像
を
補
強
し
て
く
れ
る
。

　
＠
　
暫
許
有
テ
云
ク
「
此
ニ
ハ
何
ナ
ル
人
ノ
入
御
シ
タ
ル
ゾ
。
糸
奇
惟
ナ
ル

　
　
　
事
也
。
丸
ハ
此
ノ
主
也
。
何
デ
カ
主
モ
不
云
ズ
シ
テ
、
此
ハ
来
レ
ル
。

　
　
　
此
ニ
ハ
古
ヨ
リ
人
来
リ
宿
ル
事
元
シ
」
ト
。
此
ク
云
フ
気
色
、
實
ト
ニ

　
　
　
云
ハ
ム
方
元
ク
怖
シ
。
（
今
昔
物
語
集
　
巻
二
七
－
一
六
）

　
＠
　
事
外
二
英
雄
之
詞
ヲ
コ
ソ
称
シ
侍
シ
カ
。
文
場
気
色
如
何
。
答
云
。
傍

　
　
　
若
無
人
也
。
奇
惟
第
一
事
不
可
過
之
。
奴
袴
事
。
可
有
制
止
事
也
。

　
　
　
（
江
談
抄
　
巻
五
）

　
こ
の
時
代
の
奇
怪
が
漢
語
「
奇
怪
」
の
表
記
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
の

検
討
を
加
え
て
お
こ
う
。
＠
、
＠
の
例
な
ど
は
、
ア
ヤ
シ
キ
心
、
ア
ヤ
シ
キ
事

と
も
読
み
得
て
、
和
語
「
あ
や
し
」
の
漢
字
表
記
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

ゆ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
＠
も
ア
ヤ
シ
キ
コ
ト
の
表
記
と
考
え
る
よ
り
、
奇
怪

を
体
言
に
用
い
た
例
と
み
る
方
が
素
直
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
＠
も
同
様
で

あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
和
語
「
あ
や
し
」
の
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
漢
語
「
奇
怪
」
の
表
記
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思

■



う
。
『
字
類
抄
』
畳
字
門
に
く
キ
ク
ワ
イ
Ｖ
と
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
に
考

え
る
こ
と
の
一
つ
の
証
左
と
は
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
字
類
抄
』
に

限
ら
ず
、
辞
書
に
あ
る
こ
と
だ
け
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
奇
怪
に
限
っ
て
い

え
ば
、
『
今
昔
』
の
〈
奇
惟
ナ
ル
〉
と
合
わ
せ
考
え
て
、
〈
キ
ク
ワ
イ
〉
と
訓
ん

だ
こ
と
の
可
能
性
を
指
摘
し
得
る
。

四
・
目

　
奇
特
は
、

　
＠
　
而
ル
問
、
臭
香
俄
二
出
来
ル
、
難
堪
キ
事
尤
限
シ
。
昇
ヲ
塞
テ
退
ク

　
　
　
ニ
、
此
ノ
香
ノ
奇
特
ナ
ル
ヲ
漸
ク
寄
テ
見
レ
バ
、
草
木
モ
枯
レ
鳥
獣
モ

　
　
　
不
来
ズ
。
（
今
昔
　
巻
六
－
六
）

　
＠
　
其
時
二
池
ノ
中
二
自
然
ラ
千
葉
ノ
蓮
華
生
タ
リ
。
其
ノ
上
二
乳
ノ
麻
米

　
　
　
有
リ
。
女
此
ヲ
見
テ
奇
特
也
ト
思
テ
、
即
チ
此
ノ
麻
米
ヲ
取
テ
太
子
ノ

　
　
　
所
二
至
テ
礼
拝
シ
テ
此
ヲ
奉
ル
。
（
同
右
巻
一
－
五
）

の
例
が
み
え
る
が
、
ゆ
の
例
文
の
あ
る
説
話
と
同
文
関
係
に
あ
る
『
打
聞
集
』

で
は
、
　
〈
鼻
ヲ
フ
タ
キ
テ
ア
ヤ
シ
サ
ニ
強
ヨ
リ
テ
ミ
レ
ハ
〉
と
あ
る
こ
と
や
ゆ

の
例
な
ど
か
ら
、
奇
特
は
、
「
あ
や
し
い
、
ふ
し
ぎ
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
あ
や
し
さ
、
ふ
し
ぎ
さ
は
、
＠
、
＠
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
、
法
華
経
の
霊
験
や
、
人
を
合
掌
敬
礼
せ
し
め
る
と
い
っ
た
仏
教
的
色
合
い

の
濃
い
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
仏
典
に
み
え
る
奇
特
は
、
〈
仏
法
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
漢
語
の
類
義
語

あ
り
が
た
い
現
象
、
常
識
的
な
思
考
を
超
え
た
こ
と
Ｖ
　
（
中
村
元
　
仏
教
語
大

辞
典
）
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。

　
＠
如
此
ク
ノ
奇
特
ノ
事
多
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
一
々
二
注
シ
難
轟
シ
。
実

　
　
　
二
、
法
華
ノ
カ
、
明
王
ノ
験
新
タ
也
。
（
今
昔
　
巻
一
三
－
二
一
）

　
＠
　
解
封
開
門
。
上
人
合
咲
。
気
力
不
損
威
光
倍
常
。
見
人
合
掌
敬
礼
。
生

　
　
　
奇
特
念
。
（
大
日
本
国
法
華
験
記
　
中
巻
四
七
）

　
漢
籍
に
み
え
る
＠
の
奇
特
は
、
、
大
漢
和
辞
典
』
の
記
す
よ
う
に
、
〈
特
に
す

ぐ
れ
て
い
る
こ
と
、
た
ぐ
ひ
な
く
め
づ
ら
し
い
Ｖ
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、

「
奇
骨
」
と
い
う
語
も
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
奇
に

は
、
「
す
ぐ
れ
て
い
る
」
の
意
味
も
あ
り
（
大
漢
和
辞
典
）
、
『
性
霊
集
』
の
次

の
例
な
ど
は
、
「
す
ぐ
れ
て
い
る
」
の
意
味
で
奇
を
用
い
て
い
る
。

　
＠
　
奇
哉
。
逸
女
阿
之
徳
。
（
巻
六
）

　
ゆ
　
奇
哉
。
覚
帝
之
徳
。
（
巻
七
）

　
な
お
、
漢
籍
で
は
奇
怪
に
奇
特
と
同
じ
用
法
が
み
ら
れ
る
が
、
我
が
国
の
文

献
に
み
え
る
奇
怪
に
は
そ
の
よ
う
な
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
＠
　
紹
威
父
弘
信
状
懇
奇
怪
面
色
青
黒
中
異
之
。
（
五
代
史
羅
紹
威
伝
）

四
・
目

不
思
議
は
、
現
代
語
で
は

、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

「
あ
や
し
い
」
の
意
味
を
表
わ
す
代
表
語
で
あ

ご
く
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
日
常
語
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
一
四
五



　
　
　
　
　
　
漬
語
の
類
義
語

が
、
平
安
時
代
に
は
、
十
分
一
般
化
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
『
今
昔
』
に
み
え
る
四
五
例
（
不
可
思
議
を
も
含
む
）
の
中
の
九
割
以
上
に

あ
た
る
四
三
例
も
が
、
天
竺
、
震
旦
、
本
朝
仏
法
の
部
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
（
以
下
大
系
本
と
略
す
）
の
補
注
が
述
べ
る
よ
う
に
、

華
厳
経
の
功
徳
、
霊
験
、
仏
法
の
カ
等
に
っ
い
て
言
う
こ
と
が
多
く
、
仏
教
的

色
合
い
の
濃
い
語
で
あ
っ
た
。
仏
教
的
色
合
い
の
濃
い
文
献
以
外
の
公
家
の
日

記
に
も
同
様
の
不
思
議
が
み
え
る
。

　
ゆ
　
嚢
妄
霧
。
以
親
大
日
。
懐
照
實
相
。
法
之
不
思
議
。
用
之
元
窮
義
。
福

　
　
　
延
現
親
。
壽
考
光
寵
。
（
性
霊
集
　
巻
七
）

　
ゆ
　
即
是
心
波
若
経
不
思
議
也
。
（
霊
異
記
　
上
巻
－
一
四
）

　
ゆ
　
ま
さ
に
し
る
ぺ
し
、
大
乗
の
ふ
し
ぎ
の
力
願
主
の
ふ
か
き
ま
こ
と
に
か

　
　
　
な
ひ
給
へ
る
也
。
（
三
宝
絵
詞
　
中
巻
－
一
〇
）

　
＠
　
然
者
法
花
経
ハ
タ
・
首
題
ノ
名
字
ヲ
ヨ
ミ
タ
テ
マ
〔
ツ
ル
ニ
〕
不
可
思

　
　
　
儀
ノ
徳
二
御
ス
経
ナ
リ
。
（
百
座
法
談
聞
書
抄
）

　
＠
　
昔
釈
尊
為
一
代
之
主
也
、
為
一
切
有
情
説
此
経
、
今
聖
主
為
万
乗
之
尊

　
　
　
也
、
為
一
切
衆
生
仰
彼
誓
、
其
持
一
遍
之
功
能
、
不
可
思
議
也
（
権
記

　
　
　
長
保
三
年
三
月
二
八
日
）

　
不
思
議
は
『
法
華
経
』
や
「
華
厳
経
』
に
み
え
る
〈
不
可
思
議
功
徳
〉
、
〈
不

思
議
劫
Ｖ
な
ど
に
そ
の
源
流
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
仏
典
の
書
写
、
読
経
に

よ
っ
て
理
解
語
、
使
用
語
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
し
か
し
、
『
大
系
本
』
の
補
注
が
指
摘
し
て
い
る
『
今
昔
』
の
例
（
我
レ
死

シ
テ
不
思
議
、
希
有
ノ
事
ヲ
見
ツ
）
や
『
殿
暦
』
の
例
（
奇
怪
不
可
思
議
女
御

歎
）
な
ど
は
、
仏
教
的
な
意
味
合
い
は
必
ず
し
も
な
く
、
現
代
語
の
「
ふ
し

ぎ
」
と
同
様
に
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
仏
教
離
れ
」
や

『
今
昔
』
に
み
え
る

　
ゆ
　
佛
ノ
御
不
思
議
ノ
カ
ニ
ヤ
有
ラ
ム
。
（
巻
四
－
二
一
）

の
よ
う
な
「
御
」
と
い
う
接
頭
語
が
冠
さ
れ
る
例
な
ど
は
、
不
思
議
が
日
本
語

化
を
強
め
て
い
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
『
大
鏡
』
の
よ
う
な
平
仮

名
文
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
＠
　
な
か
に
も
冷
泉
院
の
南
の
院
に
お
は
し
ま
し
＼
と
き
焼
亡
あ
り
し
よ
、

　
　
　
御
と
ぷ
ら
ひ
に
ま
い
ら
せ
た
ま
へ
り
し
あ
り
さ
ま
こ
そ
、
ふ
し
ぎ
に
さ

　
　
　
ぷ
ら
ひ
し
か
。
（
第
三
巻
）

四
・
四

　
ゆ
　
凡
夫
之
疑
眼
見
賎
人
　
聖
人
之
通
眼
見
隠
身
斯
奇
異
之
事
（
霊
異
記

　
　
　
上
巻
－
四
）

右
の
例
の
「
奇
」
に
、
〈
米
川
良
之
久
又
云
ア
ヤ
之
久
〉
と
い
う
訓
釈
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ヅ
ラ

『
大
系
本
』
は
〈
こ
こ
は
二
合
し
て
訓
む
〉
と
し
て
〈
奇
異
シ
き
事
な
り
〉
と

訓
読
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
ゆ
　
毎
冗
病
者
而
有
奇
異
　
　
（
霊
異
記
　
上
巻
－
二
六
）



の
奇
異
は
、
メ
ヅ
ラ
シ
キ
コ
ト
、
ア
ヤ
シ
キ
コ
ト
と
訓
む
よ
り
は
、
『
大
系
本
』

が
訓
読
し
て
い
る
よ
う
に
〈
奇
異
有
り
〉
と
音
読
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
素

直
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
『
今
昔
』
に
も
み
え
、

　
＠
　
既
二
夜
暗
ク
ル
時
二
成
テ
、
奄
ノ
内
二
光
耀
ク
。
僧
、
此
ヲ
見
テ
、
奇

　
　
　
異
マ
シ
ト
也
ト
思
フ
程
二
、
（
巻
一
五
－
二
八
）

　
＠
　
　
「
然
テ
モ
奇
異
二
失
セ
ニ
シ
カ
ナ
。
只
今
許
ノ
事
ゾ
カ
シ
」
ナ
ド
云
ヒ

　
　
　
合
ツ
ル
程
二
、
（
巻
一
六
－
一
七
）

＠
は
『
大
系
本
』
が
訓
ん
で
い
る
よ
う
に
「
ア
サ
マ
シ
」
で
あ
ろ
う
し
、
＠
は

音
読
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
奇
異
」
の
表
記
は
、
メ
ヅ
ラ
シ
、
ア
ヤ
シ
、
ア
サ
マ
シ
の
よ

う
な
和
語
の
漢
字
表
記
で
あ
る
場
合
と
、
漢
語
「
奇
異
」
で
あ
る
場
合
と
が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
し
か
し
、
奇
異
が
、
必
ず
し
も
漢
語
「
奇
異
」
の
表
記
で
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
「
奇
異
」
の
表
記
そ
れ
自
体
は
、
奈
良
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
み
え
な
か

っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
例
の
多
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

や
、
辞
書
の
注
文
に
み
え
る
こ
と
、
『
字
類
抄
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
合
せ
れ
ぱ
、
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
意
味
は
、
「
霊
異
記
』
の
訓
釈
、
『
今
昔
』
の
〈
奇
異
マ
シ
〉
な
ど
か
ら
、
あ

や
し
さ
や
ふ
し
ぎ
さ
を
表
わ
す
意
味
で
あ
っ
た
ろ
う
。
次
の
例
な
ど
は
奇
異
の

用
い
ら
れ
方
を
よ
く
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
漠
語
の
類
義
語

＠

次
ノ
巻
ヲ
取
テ
読
ム
時
二
、
前
二
読
畢
タ
ル
経
、
一
尺
許
リ
踊
リ
上
ガ

リ
テ
、
軸
本
ヨ
リ
繧
紙
二
巻
キ
返
シ
テ
机
ノ
上
二
置
ク
。
家
主
、
此
レ

ヲ
見
テ
「
奇
異
也
」
ト
思
テ
、
（
今
昔
巻
二
二
－
九
）

五

　
以
上
、
平
安
時
代
に
お
け
る
各
語
の
使
用
さ
れ
た
実
態
を
記
述
し
て
き
た
の

で
あ
る
が
、
い
ま
こ
こ
で
、
四
語
を
関
連
づ
け
な
が
ら
ま
と
め
て
み
よ
う
と
思

う
。　

奇
怪
は
、
あ
や
し
い
、
ふ
し
ぎ
な
の
意
味
の
他
に
、
他
に
例
が
無
い
が
故
に

と
が
め
る
意
味
に
、
奇
特
は
、
例
が
無
い
故
に
他
に
抜
き
ん
で
て
す
ば
ら
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
い
う
賞
讃
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
奇
怪
を
世
俗

的
な
、
奇
特
を
仏
教
的
な
色
合
い
の
濃
い
語
に
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
、
『
今

昔
』
で
は
こ
の
こ
と
が
歴
然
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
奇
怪
は
、
本
朝

世
俗
に
「
け
し
か
ら
ぬ
」
の
意
味
で
、
奇
特
は
、
天
竺
、
震
旦
、
本
朝
仏
法
に

仏
典
に
み
え
る
の
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
表
◎
参
照
）
。

さ
ら
に
、
奇
怪
が
『
小
右
記
』
、
『
御
堂
関
白
記
』
、
『
権
記
』
と
い
っ
た
公
家
の

日
記
に
み
え
、
奇
特
は
『
大
日
本
国
注
華
験
記
』
、
『
後
捨
遺
往
生
伝
』
、
『
三
外

往
生
伝
」
と
い
っ
た
仏
教
書
に
み
え
る
こ
と
も
（
表
ゆ
参
照
）
、
奇
怪
と
奇
特

の
性
質
の
違
い
を
示
す
一
つ
の
証
左
と
な
ろ
う
か
と
思
う
。
ま
た
、
不
思
議

は
、
奇
特
以
上
に
仏
教
的
色
合
い
を
濃
く
し
て
い
た
語
で
あ
っ
た
が
、
大
鏡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七



漢
語
の
類
義
語

一
四
八

◎表
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１
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１
４

８２１３７１
４
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震
　
　
　
且

計ｈ
ノ

５ｕ１ＯＯ
１
５

４
１
５７ＯＯ

１
６

４
１
３１１０

１
７

本

朝
（
仏
法
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３

二

８

２
１
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１
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Ｏ
　
■

１
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１

’

思
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２

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

Ｏ

Ｏ

１

不
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，
，
；
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
■

…
■
１

ｌ
Ｉ
■
　
　
　
；
　
　
　
↓

－
■
　
　
ｉ
　
，
　
　
　
ｉ
３

特

４

１

１

０

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

奇

■

■

！
１
」
匿

，
『
１
－
　
　
　
　
！
１
－
　
　
　
　
－
！
■
；
コ
　
　
■

－
■
；
　
　
　
■
１

’

１

Ｏ

０

０

Ｏ

９
２

２

３

奇■
　
　
　
，
　
　
　
■
一
一
　
■
十

－
－
　
　
，
’
－
■

■
　
■
■
１
１１
１
　
　
　
　
　
１

記

伝

伝

伝

伝
己
二
＝
口

己
二
＝
口

記

験

生

生

生

生

華

往

白

法

往

往

往

遺

山
多
ｆ

右

関

本

拾

外

野

新

日

朝

堂

大

後

三

高

本
＼
刈

御

権 一
一

は
　
　
堂
本

て
　
　
御
日

い
　
　
，
大

つ
　
　
冊
々
　
。

に
　
　
一
各
る

記
　
　
第
　
，
あ

権
　
　
の
は
で

　
　
本
て
み

記
　
。
成
い
の

白
い
大
つ
冊

関
な
料
に
一

堂
は
史
記
第

御
で
は
権
の

　
査
記
　
，
録

記
調
右
記
記

右
数
小
白
典

小
全
　
　
関
古

）註（

例
な
ど
に
み
え
る
よ
う
に
、
現
代
語
の
「
ふ
し
ぎ
」
に
連
な
る
様
相
を
示
し
て

い
た
。

　
こ
れ
ら
、
奇
怪
、
奇
特
、
不
思
議
を
覆
う
も
の
と
し
て
奇
異
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

『
大
系
本
』
が
〈
壷
董
一
現
象
に
広
く
係
わ
る
〉
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
『
今
昔
』

に
お
け
る
こ
の
語
の
使
用
が
、
奇
怪
、
奇
特
、
不
思
議
の
よ
う
な
偏
り
が
無
い

こ
と
（
表
◎
参
照
）
な
ど
、
さ
ら
に
、
『
大
日
本
法
華
験
記
』
と
『
今
昔
』
と

の
同
文
関
係
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
奇
異
と
奇
特
の
用
い
方
を
み
て
も
、
右
に

述
べ
た
奇
異
の
性
格
は
肯
首
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
漠
語
の
類
義
語

　
ゆ
　
依
是
善
根
生
於
浄
刹
。
聞
是
語
已
生
奇
特
心
。
時
忽
有
火
炎
焼
一
部
経

　
　
　
（
法
率
験
記
　
上
巻
！
一
九
）

　
ゆ
　
此
ノ
善
根
二
依
テ
汝
ヂ
浄
土
二
可
生
シ
ト
。
道
乗
此
レ
ヲ
聞
テ
奇
異
也

　
　
　
ト
恩
フ
間
二
俄
二
火
出
来
テ
一
部
ノ
経
焼
ヌ
。
（
今
昔
　
巻
二
二
－
八
）

　
ゆ
　
如
是
奇
異
其
数
又
多
。
（
法
華
験
記
　
下
巻
－
九
二
）

　
ゆ
　
如
此
ク
ノ
奇
特
ノ
事
多
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
（
今
昔
　
巻
二
二
－
二
一
）

ま
た
、
こ
れ
ら
の
漢
語
の
中
、
管
見
の
限
り
で
は
、
不
思
議
を
除
い
て
は
平

仮
名
文
に
は
み
え
な
い
語
で
あ
っ
た
。

　
以
上
を
図
で
以
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

的俗世

議

田
甘

不異奇特奇匿奇

○文字漢

○○名
仮
文
片
り
字
交漢

ＸＸ×文名仮平

一
四
九



漠
語
の
類
義
謡

六

　
平
安
時
代
の
四
語
の
考
察
か
ら
注
意
さ
れ
る
の
は
、
奇
怪
と
奇
特
と
の
違

い
、
不
思
議
の
意
味
用
法
の
二
点
で
あ
る
。

　
前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
漢
籍
系
と
仏
典
系
と
い
う
源
流
の
違
い
が
そ
の
語

の
性
格
を
決
定
づ
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
に
注
意
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
こ
れ
ら
の
語
の
歴
史
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
奇
怪
は
、
『
古
事
談
』
に
、

　
＠
　
只
有
一
之
騒
磯
。
明
旦
猶
見
之
。
件
調
駿
ノ
目
穴
ヨ
リ
薄
生
出
タ
リ
ケ

　
　
　
リ
。
毎
風
吹
薄
ノ
ナ
ビ
ク
オ
ト
如
此
聞
ケ
リ
。
成
奇
怪
思
之
間
。
或
者

　
　
　
云
。
小
野
小
町
下
向
此
国
。
於
此
所
逝
去
。
件
蘭
駿
也
云
々
。
（
巻
三
）

と
、
「
怪
し
い
こ
と
、
不
思
議
な
こ
と
」
と
い
う
¢
の
意
味
で
の
例
も
み
え
る

が
、
多
く
は
、

　
ゆ
　
白
髪
ノ
武
士
一
時
逢
タ
リ
ケ
ル
ガ
路
傍
ナ
ル
木
下
二
頗
打
入
テ
立
タ
リ

　
　
　
ケ
ル
ヲ
。
国
司
郎
従
等
云
。
此
老
翁
何
不
下
馬
哉
。
奇
佐
也
。
可
各
下

　
　
　
云
々
。
（
巻
四
）

の
よ
う
に
、
◎
の
「
と
が
む
べ
き
こ
と
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
、
『
平
家
物
語
』
、
『
古
今
著
聞
集
集
』
、
『
沙
石
集
』
、
『
徒
然
草
』

な
ど
に
は
◎
の
意
味
で
、
＠
、
ゆ
の
よ
う
な
「
世
俗
的
」
な
文
脈
の
中
で
用
い

ら
れ
た
例
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。

一
五
〇

　
＠
　
此
法
師
に
い
ふ
や
う
、
「
汝
は
次
郎
法
師
め
か
。
な
に
の
ゆ
へ
に
只
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
き
く
わ
ひ
〕

　
　
　
こ
こ
に
は
き
た
る
。
そ
れ
奇
怪
の
や
つ
か
な
」
と
て
、
（
著
聞
集
巻
一

　
　
　
七
　
変
化
）

　
ゆ
　
長
兵
衛
尉
こ
れ
を
き
い
て
、
「
物
も
お
ぼ
え
ぬ
官
人
共
が
申
様
か
な
。

　
　
　
馬
に
乗
り
な
が
ら
門
の
う
ち
へ
ま
い
る
だ
に
も
奇
怪
な
る
に
、
下
部
共

　
　
　
ま
い
（
ツ
）
て
さ
が
し
ま
い
ら
せ
よ
と
は
、
い
か
で
申
ぞ
。
（
平
家
物

　
　
　
語
　
巻
四
信
連
）

　
一
方
、
奇
特
は
、

　
＠
　
其
和
尚
、
か
や
う
に
奇
特
の
効
験
お
は
し
け
れ
ば
、
（
宇
治
拾
遺
　
巻

　
　
　
一
五
－
八
）

　
＠
時
に
う
っ
く
し
げ
な
る
童
子
一
人
来
て
、
文
覚
が
左
右
の
手
を
と
（
ツ
）

　
　
　
て
ひ
き
あ
げ
給
ふ
。
人
奇
特
の
お
も
ひ
を
な
し
、
火
を
た
き
あ
ぷ
り
な

　
　
　
ど
し
け
れ
ば
、
（
平
家
　
巻
五
　
文
覚
荒
行
）

の
よ
う
に
、
「
仏
教
的
」
な
文
脈
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
室
町

時
代
に
、
〈
正
法
に
奇
特
無
し
〉
と
い
う
諺
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
、
「
正

し
い
法
門
に
は
不
恩
議
と
い
う
こ
と
が
な
い
」
（
古
川
久
『
廷
言
辞
典
』
）
の
意

味
で
あ
る
と
い
う
。

　
次
に
、
不
思
議
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
『
宇
治
拾
遺
』
、
『
著
聞
集
』
、
『
平
家
』

に
お
け
る
こ
の
語
の
用
例
の
多
さ
（
奇
怪
、
奇
特
、
奇
異
に
比
べ
て
）
に
注
意



し
た
い
（
表
＠
参
照
）
。
意
味
に
っ
い
て
は
、
現
代
語
の
ふ
し
ぎ
と
同
じ
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
＠
　
妻
子
共
き
＼
て
、
「
不
思
議
の
事
し
給
親
か
な
。
（
中
略
）
身
思
は
ぬ
と

　
　
　
い
ひ
な
が
ら
、
わ
が
門
よ
り
隣
の
死
人
出
す
人
や
あ
る
。
返
々
も
あ
る

　
　
　
ま
じ
き
こ
と
也
」
と
、
み
な
い
ひ
あ
へ
り
。
（
宇
治
拾
遺
　
巻
二
－
六
）

　
ゆ
　
わ
す
れ
て
ゑ
ぽ
う
し
を
も
せ
で
、
も
と
ゴ
り
は
な
ち
な
が
ら
門
を
あ
ゆ

　
　
　
み
入
け
る
を
、
人
く
＼
見
て
、
ふ
し
ぎ
の
事
か
な
と
わ
ら
ひ
あ
ひ
け
れ

　
　
　
ど
も
、
（
著
遍
集
巻
ニ
ハ
馨
言
利
口
）

　
法
語
集
な
ど
で
は
、
さ
す
が
に
、
〈
名
号
不
思
議
の
法
を
さ
と
り
得
て
Ｖ
（
一

遍
上
人
語
録
）
、
〈
法
華
の
不
思
議
〉
（
妻
鏡
）
と
い
っ
た
仏
教
的
色
合
い
の
濃

い
意
味
で
の
例
が
多
い
が
、
中
に
は
、
〈
朝
よ
り
タ
ベ
に
不
レ
及
し
て
空
く
成
っ

る
不
思
議
さ
よ
Ｖ
（
妻
鏡
）
の
よ
う
に
、
接
頭
語
「
さ
」
を
と
る
例
が
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
。
こ
の
接
頭
語
「
さ
」
を
と
っ
て
い
る
例
、
ゆ
の
〈
妻
子
〉
の
会
話
の
中
に

出
て
き
て
い
る
例
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
に
、
不
思
議
は
、
鎌
倉
時
代
に

は
日
本
語
化
し
、
日
常
語
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
は
、
奇
特
以
上
に
仏
教
的
色
合
い
を
濃
く
し
て

お
り
、
そ
の
用
例
数
に
お
い
て
も
多
く
は
な
か
っ
た
不
思
議
が
、
鎌
倉
時
代
に

は
、
＠
の
よ
う
に
、
仏
教
的
色
合
い
を
捨
て
た
「
あ
や
し
さ
」
を
表
わ
す
意
味

分
野
の
代
表
語
と
な
っ
て
い
っ
た
。
時
代
は
下
る
が
、
『
日
葡
辞
書
』
で
、
奇
怪

の
語
釈
に
不
思
議
を
用
い
て
い
る
こ
と
も
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
漠
語
の
類
義
語

　
平
安
時
代
に
は
「
あ
や
し
さ
」
一
般
を
表
わ
す
漢
語
で
あ
っ
た
奇
異
の
用
例

数
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
不
思
議
の
裏
に
は
、
〈
不
可
思
議

功
徳
〉
、
〈
不
思
議
劫
〉
と
い
う
形
で
仏
典
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
く

働
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
次
に
示
す
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
の
例
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
奇

特
、
奇
異
、
不
思
議
の
用
い
ら
れ
方
の
違
い
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　表

一
吏
一

一
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；

一
匿

一
’一
奇

■－
１

しやあ
議
．
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４２１
語物家平
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〇
　
　
一

記
文
一

方
．

然
ル
ニ
或
ノ
暁
塚
ノ
上
ヘ
ニ
光
－

明
赫
々
タ
リ
見
ル
人
脊
］
異
ノ
思

ヒ
ヲ
ナ
ス
和
－
尚
モ
此
ノ
事
榑
へ

聞
キ
玉
イ
テ
ア
レ
バ
直
二
向
セ
ラ

レ
テ
塚
ヲ
発
見
給
フ
ニ
白
－
骨
ノ

中
二
一
寸
六
分
ノ
金
ノ
地
－
蔵
ア

リ
和
－
尚
斉
特
二
思
召
テ
安
－
置
供

－
養
シ
玉
イ
ケ
ル
所
ニ
ヤ
ム
コ
ト

ナ
キ
女
房
一
人
尋
ネ
参
リ
テ
我
ヵ

母
ノ
遺
骨
ノ
佛
ナ
リ
願
ク
ハ
我
レ

ニ
玉
ハ
シ
カ
シ
ト
申
セ
ハ
和
－
尚

則
チ
ア
タ
ヘ
サ
セ
玉
イ
ケ
リ
彼
ノ

女
喜
悦
シ
テ
両
手
ヲ
伸
テ
掌
ノ
上

　
一
五
一



　
　
　
漠
語
の
類
義
語

ニ
ノ
セ
マ
イ
ラ
セ
ケ
ル
ニ
不
思
議
ヤ
一
滴
ノ
黄
－
露
ト
ナ
リ
テ
消
失
手

ノ
中
ヨ
リ
金
色
ノ
光
リ
一
筋
立
チ
ノ
ボ
リ
跡
ノ
ナ
カ
リ
ケ
ル
コ
ソ
ア
サ

マ
シ
ク
不
思
議
ナ
レ
（
巻
七
－
六
）

七

　
漢
語
と
和
語
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
、
今
回
は
、
漢
語
の
類
義
語
間
に
お
け

る
意
味
分
担
そ
の
他
を
、
主
に
平
安
時
代
の
用
例
に
基
づ
き
な
が
め
て
き
た
。

　
奈
良
時
代
は
、
二
字
の
漢
字
が
熟
合
さ
れ
た
形
で
用
い
ら
れ
る
に
は
至
ら

ず
、
も
っ
ぱ
ら
、
奇
、
異
、
怪
な
ど
の
文
字
を
用
い
て
和
語
を
表
記
し
て
い

た
。
二
字
の
漢
字
が
熟
合
さ
れ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
平
安
時
代
に

入
っ
て
か
ら
で
、
貴
族
の
日
記
な
ど
の
漢
字
文
に
そ
の
多
く
を
み
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
例
が
、
は
た
し
て
、
漢
語
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た

か
、
単
に
同
訓
の
字
を
重
ね
た
に
す
ぎ
な
い
の
か
に
っ
い
て
は
、
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
『
今
音
』
の
〈
奇
佐
ナ
ル
〉
、
〈
奇
異
二
〉
と
い

う
表
記
を
通
じ
て
、
熟
合
さ
れ
た
二
字
の
漢
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
不
（
可
）
思
議
も
音
読
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

が
点
本
な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
代
の
漢
語
は
、
希

　
　
　
＠

有
や
美
麗
な
ど
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
男
性
知
識
層
の
文
章
語
的
性
格
の

強
い
も
の
で
あ
り
、
女
性
の
使
用
語
と
な
る
に
は
硬
い
感
じ
の
語
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
仏
典
に
源
流
を
も
っ
不
思
議
は
、
仮
名
文
に
も
姿
を
み
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

よ
う
に
な
り
、
一
般
化
し
て
い
く
様
相
を
う
か
が
い
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
漢
語
の
源
流
の
違
い
に
よ
っ
て
、
世
俗
的
、
仏
教
的
と
い
う
意
味
・

用
法
の
分
担
が
あ
る
こ
と
を
み
た
。
漢
語
の
類
義
語
に
漢
籍
系
と
仏
典
系
が
あ

る
こ
と
の
一
つ
の
例
に
、
美
し
さ
を
表
わ
す
こ
と
ば
の
美
麗
と
端
正
と
が
あ

る
。
こ
の
二
語
は
、
『
今
昔
』
に
お
い
て
、
端
正
は
〈
巻
が
進
む
に
従
い
劣
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
な
〉
り
、
美
麗
は
〈
そ
の
逆
に
優
勢
に
な
〉
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
そ
し

て
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
漢
籍
系
の
美
麗
が
鎌
倉
時
代
以
降
多
く
用
い
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
ゆ

い
く
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
考
察
し
た
四
語
で
い
え
ば
、
奇
怪
と
奇
特
と
が
各

々
、
漢
籍
系
、
仏
典
系
で
意
味
分
担
を
行
な
い
、
仏
典
系
の
不
思
議
が
広
く
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
漢
語
の
問
題
は
、
池
上
禎
造
先
生
の
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
漢
語
が
日
本
語
の

歴
史
の
中
に
あ
っ
て
ど
う
生
々
と
働
い
た
か
が
わ
か
ら
な
い
面
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
こ
、

　
　
　
　
エ
レ
ガ
ン
ス
な
貴
女
の
夏
を
ク
リ
ェ
ィ
ト
す
る
サ
マ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ

　
　
　
ョ
ン
を
賛
沢
に
山
積
み
し
て
…
…

と
い
う
宣
伝
文
が
あ
る
が
、
こ
の
中
の
エ
レ
ガ
ン
ス
、
ク
リ
ェ
イ
ト
、
サ
マ
ー
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
外
国
語
の
中
に
も
、
そ
の
日
本
語
化
と
い
う
点
に
お

い
て
は
層
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
サ
マ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
レ
ガ
ン
ス

・
ク
リ
ェ
イ
ト
の
順
で
そ
の
日
本
語
化
の
度
合
が
薄
く
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
サ



マ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ヨ
ン
、
エ
レ
ガ
ン
ト
は
外
来
語
と
い
え
よ
う
が
、
ク
リ
エ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ト
に
至
っ
て
は
、
外
国
語
と
し
て
の
意
識
が
強
い
で
あ
ろ
う
。

　
右
に
述
べ
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
漢
語
の
問
題
に
も
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
文
章
語
の
中
に
あ
っ
て
は
、
美
麗
、
希
有
、
奇
異
な
ど
は
、

サ
マ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
類
す
る
層
の
漢
語
で
あ
っ
た
ろ
う
。
鎌
倉
時
代
以

降
の
不
思
議
は
、
サ
マ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ヨ
ン
の
層
の
漢
語
に
な
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
漢
語
の
多
く
は
、
エ
レ
ガ
ン
ト
や
ク
リ
ェ
イ
ト
と
い
っ

た
類
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
エ
レ
ガ
ン
ス
と
い
う
語
は
、
こ

の
語
を
聞
い
て
理
解
す
る
層
は
幅
広
い
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
用
い
る
層
と
い

う
の
は
そ
う
広
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ク
リ
ェ
ィ
ト
は
理
解
で
き
る
層

の
幅
も
狭
い
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
漢
語
は
こ
う
し
た
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
引
用
し
た
宣
伝
文
に
は
〈
貴
女
〉
と
い
う
表
記
が
み
え
る
。
こ
の

よ
う
な
キ
ジ
ョ
と
い
う
字
音
を
表
記
し
た
の
で
は
な
く
ア
ナ
タ
と
い
う
和
語
の

漢
字
表
記
で
あ
っ
た
も
の
も
多
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
奇
異
な
ど
は
そ
う
し
た

類
の
「
漢
語
」
で
あ
っ
た
時
も
あ
る
語
で
あ
っ
た
。

　
以
上
右
に
述
べ
た
よ
う
な
観
点
か
ら
の
漢
語
の
研
究
は
未
だ
し
き
感
が
あ

る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
方
向
を
意
図
し
て
、
漢
語
の
類
義
語
を
採
り
あ
げ
て

み
た
の
で
あ
る
。

漠
語
の
類
義
語

注

◎
　
「
縛
麗
　
う
つ
く
し
　
き
よ
し
ー
漢
語
と
和
語
１
」
（
同
志
杜
国
文
学

　
　
八
号
一

　
　
「
漢
語
『
希
有
』
に
つ
い
て
」
（
解
釈
　
二
一
巻
三
号
）

＠
　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
所
引
に
よ
る
。

◎
　
〈
世
尊
甚
奇
特
　
所
為
希
有
〉
（
巻
四
）

＠
　
『
史
記
外
戚
世
家
』
は
『
経
籍
纂
詰
』
に
、
『
説
文
』
は
『
大
漢
和
辞

　
典
』
所
引
に
よ
る
。

＠
　
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
、
奇
に
は
〈
ア
ヤ
シ
フ
〉
（
法
上
四
五
）
、
怪
に

　
は
〈
ア
ヤ
シ
〉
、
（
法
中
五
七
）
、
異
に
は
〈
ア
ヤ
シ
ム
〉
（
仏
中
一
九
）
の

　
訓
が
み
え
る
。
た
だ
し
、
観
智
院
本
に
よ
る
。

¢
　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
（
三
省
堂
）
上
代
篇
所
引
に
よ
る
。

＠
　
築
島
裕
「
変
体
漢
文
研
究
の
構
想
」
（
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ

　
き
て
の
研
究
』
所
収
）
　
九
二
〇
頁
。

　
　
『
宰
類
抄
』
の
畳
字
が
、
古
往
来
の
用
語
と
相
似
た
レ
ベ
ル
に
あ
る
、

　
と
い
う
山
田
俊
雄
氏
の
ご
指
摘
が
あ
る
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
語

　
が
次
の
時
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
「
高
山

　
寺
本
古
往
来
に
み
え
る
漢
語
」
　
成
城
文
芸
　
第
三
七
号
）

＠
　
　
〈
本
来
は
漢
語
で
あ
り
な
が
ら
、
国
語
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
長
い

　
年
月
の
中
に
、
語
義
や
語
形
が
生
じ
た
〉
も
の
も
「
和
製
漢
語
」
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三



　
　
　
　
　
漠
語
の
類
義
語

　
考
え
も
あ
る
（
佐
藤
武
義
「
和
製
漢
語
の
成
立
過
程
と
展
開
１
「
を
こ
」

　
か
ら
「
尾
籠
」
へ
１
」
　
文
芸
研
究
六
五
）
が
、
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た

　
語
を
「
和
製
漢
語
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

＠
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
第
二
冊
　
三
六
四
頁
。

＠
　
註
＠
に
同
じ
。
・

＠
　
国
会
図
書
館
本
の
本
文
に
よ
る
。

＠
　
　
〈
偶
億
　
非
當
也
奇
異
也
〉
（
天
拾
本
新
撰
字
鏡
）

＠
　
た
だ
し
、
『
今
昔
』
の
次
の
例
は
例
外
で
あ
る
。
大
系
本
が
出
典
と
し

　
て
い
る
『
賢
愚
経
巻
第
五
　
長
者
無
耳
目
舌
晶
第
二
四
』
（
大
正
新
修
大

　
蔵
経
）
に
は
奇
特
は
み
え
な
い
。

　
　
　
賢
シ
人
ノ
云
ク
『
二
人
ノ
云
フ
事
、
皆
、
聞
ツ
。
我
レ
有
リ
シ
マ
マ

　
　
　
ニ
可
云
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
此
ノ
事
更
二
不
思
エ
ヌ
事
共
也
』
云
ト
ヘ

　
　
　
バ
、
弟
ノ
子
、
甚
ダ
奇
特
也
ト
思
テ
、
心
ノ
内
二
瞑
志
ヲ
董
ト
云
ヘ

　
　
　
ド
モ
、
盟
く
六
ク
云
ク
、
（
巻
二
－
三
三
）

＠
　
註
＠
に
同
じ
。

＠
　
池
上
禎
造
「
漢
語
の
晶
詞
性
」
（
国
語
国
文
二
三
巻
一
一
号
）
　
一
〇
〇

　
頁
。

ゆ
　
　
『
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
離
』
（
大
坪
併
治
『
訓
離
資
料
の
研
究
』

　
所
収
）
。

＠
　
拙
稿
「
漢
語
と
和
語
－
美
し
さ
を
表
わ
す
語
彙
の
歴
吏
を
通
し
て
見
た

一
五
四

　
る
ー
」
（
未
発
表
）

ゆ
　
佐
藤
武
義
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
類
義
語
に
関
す
る
一
考
察
－
美
人

　
の
表
現
を
中
心
に
ー
」
（
国
語
学
九
一
集
）
　
二
三
頁
。

ゆ
　
註
ゆ
に
同
じ
。
二
九
頁
。

＠
「
近
代
日
本
語
と
漢
語
嚢
一
一
『
鵜
翫
士
言
語
民
俗
論
警
所
収
一

＠
　
人
に
よ
り
異
な
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
の
語
感
に
よ
り
こ
の
よ
う

　
に
考
え
た
◎

　
な
お
、
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

法
菱
一
岩
波
文
庫
一
日
本
書
紀
一
鰯
国
美
系
一
古
事
記
一
西
宮

一
民
編
）
　
唐
大
和
上
東
征
得
（
寧
楽
遺
文
）
　
大
日
本
法
華
験
記
、
往
生

伝
（
日
本
思
想
大
系
）
　
御
堂
関
白
記
、
殿
暦
、
権
記
（
犬
日
本
古
記
録
）

小
右
記
（
史
料
大
成
）
　
三
宝
絵
詞
（
三
宝
絵
略
注
）
　
百
座
法
談
聞
書
抄

（
佐
藤
亮
雄
校
註
）
　
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
（
古
典
文
庫
）
　
色
葉
字
類
抄

（
風
間
書
房
刊
）
　
そ
の
他
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
一
年
八
月
七
日
稿
）
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